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【論文発表】 

1.  Seiya Kanou, et al. The AWA prehospital scoring system predicts 30-day 

mortality after out-of-hospital cardiac arrest with high accuracy: an SOS-

KANTO 2017 registry study. Int J Emerg Med. 2026 Mar 17;19(1):122. doi: 

10.1186/s12245-026-01173-6. 

 

2. 宇佐美柊斗、麻喜幹博、鈴木秀聖、内田香名、三木靖雄．高度なアルコール性ケトアシ

ドーシスを合併しショックを呈したシアナミドーエタノール反応の一例．日本臨床救急

医学会雑誌．（採択） 

 

3. 麻喜幹博、鈴木秀聖、山森温、時田裕介、三木靖雄．急性肺水腫による昏睡状態で搬送

されたアナフィラキシーショックの治療経験．日本救急医学会雑誌．（採択） 

 

 

【学会発表】 

1． 鈴木秀聖、麻喜幹博、山森温、増田崇光．救急科研修における初期臨床研修医の臨床疑

問確立をサポートする教育処方箋の活用．第 32 回日本病院総合診療医学会学術総会．

2026.2長崎 

 

2． 鈴木萌、麻喜幹博、鈴木秀聖、山森温、増田崇光．台風で増水した水田で作業し、レプ

トスピラ症の罹患した一例．第 32回日本病院総合診療医学会学術総会．2026.2長崎 

 

3． 増田崇光、鈴木萌、鈴木秀聖、山森温、麻喜幹博．熱中症に併発したと疑われたデュロ

キセチンによる悪性症候群の一例．第 32回日本病院総合診療医学会学術総会．2026.2

長崎 

 

4． 麻喜幹博、鈴木萌、鈴木秀聖、山森温、増田崇光．救急搬送後、遠方家族への情報共有

により透析拒否の意思が変化し緊急透析導入に至った終末期腎不全の一例．第 32回日

本病院総合診療医学会学術総会．2026.2長崎 

 

5． 矢崎茉代、山森温、鈴木秀聖、鈴木萌、麻喜幹博、増田崇光．軽微な症状で数ヶ月にわ

たり繰り返す原因不明の発熱として経過した急性巣状細菌性腎炎の一例．第 32回日本

病院総合診療医学会学術総会．2026.2長崎 

 



6． 原木優太、鈴木秀聖、鈴木萌、山森温、麻喜幹博、増田崇光．当院で診断した日本紅斑

熱の 3例．第 32回日本病院総合診療医学会学術総会．2026.2長崎 

 

7． 高林直也、鈴木秀聖、鈴木萌、山森温、麻喜幹博、増田崇光．病歴と身体所見を手がか

りに診断した若年男性の原発性小腸軸捻転症の一例．第 32回日本病院総合診療医学会

学術総会．2026.2長崎 

 

8． 麻喜幹博、鈴木秀聖、内田香名、増田崇光、三木靖雄．2年後に神経学的予後良好が認

識され両下肢切断術後に自宅退院を達成した、下肢壊疽合併 ECPR蘇生後の一例．第 53

回日本集中治療医学会学術集会．2026.3横浜 

 

9． Shusei Suzuki, Motohiro Asaki, Yasuo Miki. Training Emergency Medicine 

Residenst in ECPR Implementation: A Simulation-Based Program in a Low-Volume 

Center. APELSO2026. 2026.6. Tokyo. 

 

10．麻喜幹博、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

三木靖雄．当地域における院外心肺停止の救急隊活動と神経学的転帰との関連につ

いての後方視的検討．第 29回日本臨床救急医学会学術集会（ミニオーラル）．2026

年 7月 16～18日．大阪国際会議場． 

 

11．鈴木秀聖、田内雅士、藤原一樹、林直輝、山森温、内田香名、時田裕介、麻喜幹博、

三木靖雄．ラピッドレスポンスカー活動における省察の教育的意義ー病院前診療の

判断過程を重視した専攻医教育の試みー．第 29回日本臨床救急医学会学術集会（ミ

ニオーラル）．2026年 7月 16～18日．大阪国際会議場． 

 

12．増田喜昭、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

麻喜幹博、三木靖雄．ラピッドレスポンスカー活動における医師・看護師の判断共

有が促すチーム学習と看護師教育．第 29 回日本臨床救急医学会学術集会（ミニオ

ーラル）．2026年 7月 16～18日．大阪国際会議場． 

 

13．今井良雄、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

麻喜幹博、三木靖雄．藤枝市立総合病院ラピッドレスポンスカー発足して 4年．第

29 回日本臨床救急医学会学術集会（ミニオーラル）．2026 年 7 月 16～18 日．大阪

国際会議場． 

 

14．鈴木貴也、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、



麻喜幹博、三木靖雄．救急救命士を初めて正規採用した医療機関の現状と課題－地

方公立病院救命救急センターの場合－．第 29 回日本臨床救急医学会学術集会（ミ

ニオーラル）．2026年 7月 16～18日．大阪国際会議場． 

 

15．山田貴紀、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

麻喜幹博、三木靖雄．ANCA 関連血管炎の治療中に発症した痙攣発作の一例．第 29

回日本臨床救急医学会学術集会（ミニオーラル）．2026年 7月 16～18日．大阪国際

会議場． 

 

16．麻喜幹博、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

三木靖雄．救急隊が一次救命処置のみで搬送した施設発症の院外心停止症例から見

えるもの．第 33回日本病院総合診療医学会学術集会（口演）．2026年 8月 8～9日．

仙台国際センター． 

 

17．藤原一樹、田内雅士、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、麻喜幹博、

三木靖雄．異物誤飲を主訴とした急性 A 型大動脈解離の一例．第 33 回日本病院総

合診療医学会学術集会．2026年 8月 8～9日．仙台国際センター． 

 

18．佐野はずき、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕

介、麻喜幹博、三木靖雄．Wernicke脳症による搬送を契機に社会機能低下を指摘さ

れ、地域包括ケアに繋げられた 65歳の一例．第 33回日本病院総合診療医学会学術

集会（育成賞・指導医賞候補演題）．2026年 8月 8～9日．仙台国際センター． 

 

19．松浦将司、田内雅士、藤原一樹、林直輝、鈴木秀聖、山森温、内田香名、時田裕介、

麻喜幹博、三木靖雄．高齢者の帯状疱疹に対して処方されたアシクロビルにより脳

症を発症した一例．第 33 回日本病院総合診療医学会学術集会（口演）．2026年 8月

8～9日．仙台国際センター． 

 

20．内田香名、山森温、竹内誠人、麻喜幹博、三木靖雄．COVID-19重症肺炎後の低酸素

脳症による遷延性意識障害に対し長期的介入により家庭復帰した一例．第 10 回日

本集中治療医学会東海北陸支部学術集会（ポスター）．2026年 9月 5日．グランシ

ップ． 

 

21．竹内誠人、内田香名、麻喜幹博、三木靖雄．集中治療管理領域における困難気道管

理に対する輪状軟骨開窓術の有用性．第 10 回日本集中治療医学会東海北陸支部学

術集会（口演）．2026年 9 月 5日．グランシップ． 


